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2 )レチノクロム蛋白質は，全トランス， 11ーシス形だけでなく， 13ーシス， 9- シス形のレチナール
とも結合し，これらは全て明条件下で 11- シス形を持つメタレチノクロムに変化すること， 3 )メタ
むよび13ーシスレチノクロムは暗条件下で自発的に発色団が全トランス形に異性化し， レチノクロム
に変化すること， 4) このメタレチノクロムからレチノクロムへの暗再生の過程で， 11ーシス形の発
色団は，主に， 13- シス形を経て全トランス形となり，ロドプシンの光反応などではみられない， シ




















逆的な H+ の摂取と放出の起る事実が見出され， レチノクロム系の光反応は従来証明されてきたロド
プシン合成反応との共役以外に，独自の役割を果す可能性が指摘された。
レチノクロム系にみられる明暗異性化反応については，同君は高速液クロを駆使して，従来の諸知
見をより精確化するとともに， 13シスや 9 シス・レチノクロムを合成してその諸反応を解析し， 13シ
ス・レチノクロムからレチノクロムへの時再生現象の発見を糸口に，生体内で、進むメタレチノクロム
からの暗再生機構を解明した。 その際見出されたレチナールのシスーシス形聞の直接の異性化反応は
視物質化学上注目に値する重要な新知見である。いずれにしろ，視物質の光受容時に視細胞内に生じ
るレチナールの各種異性体が如何にして 11シス形と全トランス形だけの系に整理されるのかの機構が
解明された。なお，組織切片上でロドプシンとレチノクロムを高感度で分別し，それらの所在を検出
できる組織化学的新法が開発され，数種の動物の光受容細胞におけるいくつかの新知見も加えられた。
以上尾崎君の一連の研究は単にレチノクロムの特性を新たに見出しただけではなく，ロドプシン系
との関連に関する知見を飛躍的に増大させる点において大きく貢献した。従って，今回提出された 3
部からなる同君の論文は理学博士の学位論文として十分な価値があると認められる。
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